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　天神島ビジターセンターでは、2009 年 9 月から
海の生き物の水そう展示をしています。
　水そう展示の良いところは生き物を間近で見るこ
とができ、実物の特徴や動きなどを確かめられるこ
とです。例えば、ハゼの仲間のアゴハゼとドロメの
幼魚は、春先から初夏にかけて見られ、たがいによ
く似ていますが、水そうでじっくり見比べると違い
がわかるようになります。海の中では透明で見つけ
づらいイソスジエビも簡単に見ることができます。
　また、潮の干満を気にしなくて良いので、いつで
も見ることができることも利点です。気軽に見られ
るので、来館者が海やそこに暮らす生き物について
興味をもつきっかけにもなります。
　水そう内では天神島の周囲でごく普通に見られる
生き物を基本に展示しています。中にはホンヤドカ
リのように 1 年を通して見られる生き物もいれば、
チョウチョウウオのように特定の季節にだけ現れる
生き物もいます。その時に旬となる生き物を選んで、

　2011 年 6 月に馬堀自然教育園学習棟の展示を更
新しました。
　馬堀自然教育園の歴史と役割、動植物や地質を紹
介するパネルを設置し、教育園の自然をわかりやす
く解説しました。教育園内で採集された標本もあわ
せて展示しています。
　飼育水そうには生き物の解説パネルを設置しまし
た。ホタルの幼虫やトウキョウサンショウウオ、ア
カハライモリ、ヤマトヌマエビなどの観察のポイン
トを紹介しています。

少しづつ変化をつけ、季節の移り変わりが感じられるように
工夫をしています。
　天神島の自然のごく一部ですが、観察の参考に、または海
の中の様子を確かめに、ぜひご来館ください。

【馬堀自然教育園の歴史と役割】（解説パネルより）

　学習棟入り
口には教育園
のエリアマッ
プを設置しま
した。教育園
の最近の見ど
ころをエリア
別に調べるこ
とができます。

歴史：
馬 堀 自 然 教 育 園 は
1959( 昭 和 34) 年 に 博 物
館 付 属 施 設 と し て 開 園
し、徐々に観察路や水路
の整備などが行われまし
た。三浦半島の自然環境
の保全だけでなく、希少
な生物の保護にも努め、
観察会などにより環境教
育・学習の場としても活用しています。

管理と役割：
１．森林（里山）の保全管理、来園者の安全確保
２．野生生物の “ 避難場所 ” として保護・育成

１）在来生物を保護する “ サンクチュアリ（聖域）”
２）希少生物の飼育・再生

３．生態学的な調査・研究の場と研究試料の提供
４．飼育・栽培実験による自然保全・再生モデル（水路など）の提供
５．環境教育・学習の場、教材の提供

１）動植物に親しみ観察する機会（「自然観察会」など）の提供
２）ビオトープ（生き物のすむ場）作り：学校や地域への貢献

水　槽　展　示

この夏、自然教育園（ビジターセンター）の展示にも注目！

天神島ビジターセンター

馬堀自然教育園（学習棟）

ケフサヤドカリ

水そうの生き物紹介カード

自然教育園の自然をパネルで紹介しています

飼育水そうと生き物の解説パネル
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3 月 1 日　ウメの木にメジロ、ヤマガ
ラ、コゲラが来ていた (a)。

3 月 2 日　夕方、トウキョウサンショ
ウウオの成体を 7 匹見た (c)。

馬堀自然教育園
（英字はゾーン

を示します）

3 月 9 日　イロハモミジ、ヤマネコノメソウ、ウグイスカ
グラ、エノシマキブシ、シュンラン、フキが咲いていた 
(a,b)。

3 月 10 日　シメが来て
いた (a)。ウグイスが
鳴いていた。

3 月 15 日　アカハライ
モリの求愛行動が見ら
れた (b)。シロハラがいた (c)。

3 月 19 日　ヒサカキの雄花が咲いていた。トウキョウサン
ショウウオの卵のうの中で胚が動いていた (c)。

3 月 24 日　ヒサカキの雌花が咲いていた。
3 月 30 日　ヤマザクラ、ワサビが咲いていた (a)。クワゴ

マダラヒトリの幼虫が多数見られた (c)。
4 月 2 日　 カ ワ セ ミが枝

にとまっていた (a)。タ
チツボスミレが咲いて
いた (a)。コジュケイが
鳴いていた。

4 月 3 日　 ア ケ ビ、 ミ ツ
バアケビ、セキショウ

が咲いていた (a)。ムラサキケマンが咲き始めていた (a)。
4 月 5 日　ウラシマソウが咲いていた。
4 月 6 日　神社参道にアズマモグラの痕跡があった。
4 月 7 日　セリバヒエンソウが咲き始めた。
4 月 8 日　ヤブタビラコ、オニタビラコが咲いていた。ア

カハライモリの卵を確認した (c)。
4 月 15 日　ヒヨドリの鳴き声を聞

いた。
4 月 16 日　 カ ワ セ ミ を確認した 

(a)。ホウチャクソウが咲いてい
た (a)。ナナフシモドキの幼虫が
いた (a)。

4 月 17 日　コナラ、クヌギ、ケヤキ、エノキの花が咲いて
いた。モチノキの花がたくさん落ちていた (d)。セリバヒ
エンソウが咲いていた。

4 月 20 日　エビネのつぼみが膨
らんでいた (e)。ミスジマイマ
イがいた。

4 月 22 日　スジグロシロチョウ
とキチョウを見た (a)。キラン
ソウが咲いていた (a)。カキド

(2011 年 3 月～ 2011 年 5 月 )
オシが咲いていた (e)。

4 月 26 日　フジが咲いて
いた (b)。

いた (e)。アカハライモリを 22 匹
確認した (c)。キムネクマバチが飛
んでいた (a)。

5 月 7 日　ハコネウツギが咲いていた。
5 月 8 日　朝、カワセミのオスがダ

イビングをしてえさをとっていた 
(a)。園路でカワトンボを 9 匹確認
した。アカハラが水浴びをしてい
た (a)。クロアゲハ、キアゲハが飛んでいた。

5 月 10 日　キンランが咲いていた。アオスジアゲハが吸水
していた。つがいのシジュウカラがスズメに追われていた。

5 月 14 日　ミヤマナルコユリ、ヤマツツジが咲いていた。
5 月 17 日　コジャノメを見た (c,e)。エナガを見た (f)。
5 月 18 日　オオミズアオが休んでいた。
5 月 21 日　トベラ、テイカカズラ、トウバナ、コナスビが

咲いていた。ヤマグワの実が熟してきた。オオヒラタシ
デムシがいた (d)。

5 月 22 日　ヤマアカガエルが園
路を歩いていた (c)。

5 月 24 日　キアシドクガが 8 匹
飛んでいた (a)。

5 月 26 日　 オ バ ボ タ ル を 見 た 
(a)。オオシマザクラの実が熟してきた。

5 月 28 日　サケツバタケが生えていた。

(a)。マルバウツギ、ミ

ツバメが飛んでいた (a,e)。
4 月 30 日　エビネが咲き始

めた (e)。
5 月 2 日　ギンランが咲いて

5 月 31 日　フウトウカズラ
の雄花が黄色くなってい
た。モンシロチョウがオオ
バイボタの花で吸蜜してい
た。ヒヨドリがハクセキレ
イを追い払っていた (a)。

4 月 28 日　 オ ニ グ ル
ミの花が咲いていた 

ズ キ が咲き始めていた。
アサヒナカワトンボを今
シーズン初めて確認した 
(c)。同じ場所に翅の傷ん
だ カ ラ ス ア ゲ ハ がいた。

ヤマネコノメソウ（4/8）

トウキョウサンショウウオの卵のう（3/30）

ヤマザクラ（4/3）

ホウチャクソウ（4/17）

セリバヒエンソウ（4/17）

エビネ（5/2）

ギンラン（5/2）

オバボタル（5/26）

サケツバタケ（6/5）
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天神島臨海自然教育園
およびビジターセンター

（英字はゾーンを示します）

3 月 3 日　キジバト 20 羽がエサを探していた (e)。イソヒ
ヨドリが飛びながらオオバグミの実を食べていた (a)。

オミズナギドリが 5000 羽以上群れて飛んでいた。ウミ
ネコ、オオセグロカモメともにほとんど若鳥ばかり見ら
れるようにになった。

4 月 24 日　連日の強い南西の風で大量のゴミが打ちあがっ
た。打ち上がった流木に死んだオオスズメバチがいた (c)。

4 月 30 日　クロサギ１羽を笠島にある巣で確認した。今
シーズン初めてチュウシャクシギ、キアシシギ、キョウ
ジョシギを確認した (b)。磯でドロメの幼魚、アメフラシ、

3 月 4 日　海藻の間でクサフ
グが休んでいた。周囲には
タツナミガイが集まってい
た (b)。越冬したキタテハ
が砂浜にいた (a)。

3 月 5 日　浅瀬でアメフラシ、
セトミドリガイ、アオウミ

ヒヨドリのメスがいた (d)。
3 月 6 日　ハヤブサ 1 羽が南

へ飛んでいった。
3 月 11 日　宮城県沖で大地

震が発生し、天神島でも大
きな揺れを感じた。

3 月 17 日　一時期みられな
かったクロジを見た (e)。

3 月 19 日　磯でキヌバリ、ドロメの幼魚が見られた (b)。
3 月 20 日　岩場で休んでいるウミウ 9 羽が見られた (b)。
3 月 24 日　笠島にいるコサギ 123 羽、ダイサギ 10 羽、アオ

サギ 10 羽を確認した。アマモ場でタカノハダイの幼魚、ク
ロヘリアメフラシ、ブドウガイ、コノハミドリガイ、ユビ
ナガホンヤドカリが見られた (a)。キケマンが咲いていた (e)。

3 月 25 日　林縁でホオジロが見られた 
(e)。イソシギの求愛行動を見た。ヒ
ガンフグが磯の浅い部分にいた (b)。

3 月 27 日　夏羽のカンムリカイツブリ
が岩場近くで見られた (b)。

3 月 30 日　イソニナの集団がマツバガ
イを食べていた (b)。植え込みにキラ
ンソウが咲いていた (d)。

4 月 2 日　ミサゴが笠島近くでエサを
とっていた。コチドリがい
た (c)。ハシボシガラスが
巣材を運んでいた。オオシ
マザクラが咲いていた (e)。

4 月 3 日　ツバメを今シーズ
ン初めて確認した。磯でヒ

メクロモウミウシ、ケシウミアメンボが見られた (b)。
4 月 7 日　ハシボソガラスの巣がトビに取られていた (e)。

別のトビのペアが空中で餌渡しをしていた。
4 月 8 日　林内でタイワンリスを確認した (e)。
4 月 9 日　夏羽のユリカモメ 20 羽が飛んでいた。
4 月 14 日　ハマエンドウの花が咲いていた (a,b,c)。カワウ

が南へ巣材をもって飛んでいった。コジュケイの声が聞
こえた (e)。モンシロチョウが飛んでいた (b)。

4 月 15 日　冬鳥のツグミがまだ見られた (c)。カクベンケイガ

ウシが見られた (b)。トビが巣材を運んでいた (e)。イソ

アオウミウシ、ムカデミノ
ウミウシ、マダラウミウシ
を見た (b)。ハマヒルガオ、
マルバシャリンバイの花が
咲いていた (a,b,c)。

5 月 5 日　キョウジョシギ 40
羽以上が飛んでいた。キヌ
バリが大きくなっていた (b)。同じ場所でヘビギンポ、クロ
シマホンヤドカリ多数、ホシゾラホンヤドカリを確認した。

5 月 7 日　クロシタナシウミウシを見た (b)。
5 月 8 日　釣り糸が絡まったウミネコの幼鳥を保護し元に

戻した。スズメがキアゲハの幼虫を食べていた (a)。
5 月 12 日　林の中からセン

ダイムシクイのさえずりが
聞こえた (e)。海上ではコ
アジサシの 30 羽ほど群れ
を今シーズン初めて確認し
た。低木の茂みでオオヨシ
キリがさえずっていた (a)。

5 月 13 日　岩場でコチドリが見られた (c)。林の中でシジュ
ウカラのオス 2 羽がメスをめぐって争っていた (e)。林

ニ、 フ ナ ム シ
がよく見られ
るようになっ
てきた (b)。

4 月 21 日　 西
の沖合いにオ

縁でカナヘビを見た。アオ
スジアゲハ、モンキアゲハ、
ナナホシテントウが見られ
た (b,e)。外壁にハイイロヤ
ハズカミキリがいた (d)。

5 月 19 日　潮だまりでマメ

キタテハ（3/4）

セトミドリガイ（3/5）

キケマン（3/24）

キランソウ（3/30）

ムカデミノウミウシ（4/30）

ホシゾラホンヤドカリ（5/5） クロシマホンヤドカリ（5/5）

キアゲハの幼虫を
くわえたスズメ（5/8）

ハイイロヤハズカミキリ（5/13）
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　馬堀自然教育園
　　〒 239-0802　横須賀市馬堀町 4-10-3
　　Tel 046-841-5727　（Fax 共用）

　神奈川県指定名勝・天然記念物
　天神島臨海自然教育園
　　　　　　　 （ビジターセンター）
　　〒 240-0103　横須賀市佐島 3-7-3
　　Tel 046-856-0717　Fax 046-857-5219

　博物館本館
　　〒 238-0016　横須賀市深田台 95
　　Tel 046-824-3688
　　Fax 046-824-3658

　休館・休園日　月曜日・年末年始
※ 2011 年は 5 月 2 日（月）を開館・

開園、5 月 6 日（金）を閉館・閉園
　開館・開園時間　9:00-17:00
　（自然教育園　10 ～ 3 月は 16:30 まで）

博物館ホームページでも、「自然教育園だより」をご覧いただけます！
（http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/）

―　博　　物　　館　　教　　室　―
植物の観察と分類：秋冬編

　馬堀自然教育園で花や果実のつくりを通して分類を学び、身
近な秋の野草を観察します。2011 年 10/23, 11/6（各日）10:00-
12:00。馬堀自然教育園。対象は小学生以上 20 名 ( ただし、小学
生は保護者同伴のこと )。野外保険料 50 円 / 回。締切：10/9（日）。

―　夏　　休　　み　　企　　画　―
夜の昆虫かんさつ

　昆虫の中には、夜になると活発になるものがいます。こうし
た夜の昆虫の生活を、海沿いの環境で観察する調査を体験しま
しょう。2011 年 8/6（土）17:00-20:30。天神島臨海自然教育園。
対象は小学生以上 20 名 ( ただし、小学生は保護者同伴のこと )。
野外保険料 50 円。締切：7/23（土）。

―　天　神　島　め　ぐ　り　―
　天神島臨海自然教育園内で見られる動植物や地層を観察しま
す。10:30-12:00 天神島臨海自然教育園。対象は小学生以上 20
名 ( ただし、小学生は保護者同伴のこと )。野外保険料 50 円。

1. 　海　浜　昆　虫
　三浦半島の沿岸に天神島には海岸・草原・林があり、小さな
昆虫達にとっては多様な変化に富んだ環境です。さまざまな環
境にくらすいろいろな昆虫を観察しましょう。2011 年 10/16（日）
締切：10/2（日）。

2. 　海　　鳥
　越冬のため三浦半島の海に渡ってくる北方から冬の海鳥たち
を観察します。2011 年 12/4（日）締切：11/20（日）。

をしているナガメがいた (a)。
ホシベニカミキリがいた (e)。

5 月 27 日　笠島にある巣で
クロサギのヒナを２羽確認
した。水面を移動するハシ
ボソミズナギドリと天神島

コブシガニとスベスベマン
ジュウガニがいた (a)。

5 月 20 日　シジュウカラの
幼鳥がいた (e)。アサギマ
ダラが飛んでいた。潮溜ま
りでメジナ、アゴハゼの幼
魚が見られた (b)。

5 月 26 日　草地にアカサシガメ、オオヒラタシデムシ、交尾
初認となるシロエリオオハムを確認した。

5 月 29 日　カルガモ 2羽が打ち上がった海藻を食べていた (c)。

自然観察会「横須賀市西岸の地層」
（5 月 22 日・参加者 29 名）

地質の日記念行事・協力：三浦半島活断層調査会
　天神島に集合し、横須賀市佐島～秋谷
の海岸を歩きながら地層を観察しました。
天神島では岩場で見られるスコリア凝灰
岩や火山豆石、断層、注入構造、ポットホー

ルなどを観察しました。その後、子産石
バス停付近まで歩き、立石の岩石 ( 緑色凝
灰岩 ) や子産石 ( ノジュール ) を観察しま
した。3 月の地震の影響もあり、参加者か
らは地震や活断層の質問もたくさんいた
だきました。三浦半島の生い立ちや大地
の変動を議論する活発な観察会となりま
した。　　　　　　　　　　　（柴田　記）

マメコブシガニ (5/19)

アカサシガメ (5/26)

観察会の様子


